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県
立
広
島
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研

究
科
（
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
と
、
中
米
コ
ス
タ

リ
カ
に
あ
る
国
連
平
和
大
学
が
連
携

し
、
平
和
学
と
経
営
学
を
融
合
さ
せ
た

新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
と
実

践
に
取
り
組
む
。
８
月
、
両
大
学
で
学

術
と
教
育
交
流
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
双
方
の
学
長
ら
が
参
加
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

コ
ス
タ
リ
カ
は
「
軍
隊
を
持
た
な
い

国
」
で
知
ら
れ
る
。「
平
和
を
構
築
し

な
が
ら
社
会
課
題
を
解
決
す
る
」
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
双
方
の
大
学
が
協

力
し
、
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

の
が
目
的
だ
。

　　

広
島
は
長
崎
と
と
も
に
原
爆
の
被
害

を
受
け
、
海
外
で
は
核
廃
絶
を
訴
え
る

国
際
平
和
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
そ

の
広
島
に
あ
る
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
、
伝
統
的

な
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
里
山
、里
地
、

里
海
か
ら
派
生
す
る
自
然
資
源
管
理
の

県
立
広
島
大
と
国
連
平
和
大
学
が
協
定

和学平

経
営
学
と
融
合
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
究

視
す
る
新
し
い
価
値
観
が
模
索
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
平
和
学

と
経
営
学
を
融
合
さ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た

時
代
の
動
き
を
背
景
に
始
動
す
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

　

県
立
広
島
大
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
研
究
科
長

を
務
め
る
横
山
禎
徳
教
授
は
「
ま
ず
は

平
和
を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
営
学
（
平
和

経
営
学
）
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
社

会
シ
ス
テ
ム
、
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
内
容
に
す
る
」
と
語

る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
多
様
な

価
値
を
重
視
し
た
人
材
、
紛
争
や
対
立

を
前
提
と
し
な
い
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
形

成
す
る
、
と
い
う
。

　

解
決
型
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
20
世
紀
に
あ
っ
た
戦
争
の
経
営

学
の
延
長
で
は
な
く
、「
平
和
の
経
営

学
を
基
盤
に
、
社
会
共
通
の
価
値
（
コ

モ
ン
ズ
価
値
）を
社
会
的
共
通
資
本（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
コ
モ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）

と
す
る
。
地
球
の
共
通
の
未
来
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
行
動
す
る
能
力
を
高
め
て
い

く
」。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
取
り
組
み
を
「
Ｕ

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
コ
モ
ン
ズ

創
成
研
究
事
業
」（
仮
称
）と
位
置
づ
け
、

来
年
度
か
ら
教
員
、学
生
の
共
同
研
究
、

受
け
入
れ
、
相
互
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
。
双
方
の
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
企
業
と
連
携
し
た
特
定
課
題
研

究
や
共
同
研
究
、
特
別
講
義
な
ど
を
企

画
し
、
将
来
的
に
は
大
学
間
の
単
位
互

換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
指
し
て
い

く
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
調
印
式
の
後
、
記

念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、「
ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
平
和
と
持
続
可

能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
ア

ラ
ベ
ナ
学
長
と
県
立
広
島
大
の
中
村
健

一
学
長
、
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
江
戸
克
江
専
攻

長
ら
が
発
言
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
平
和
や
環
境
な
ど

に
関
す
る
コ
ス
タ
リ
カ
の
実
践
に
興
味

を
持
っ
た
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
吉
川
成
美
教
授

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、
平
和
大
学

側
に
呼
び
掛
け
た
。「
こ
れ
ま
で
の
紛

争
、
対
立
の
時
代
を
越
え
、
人
と
人
、

人
と
自
然
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
連
帯
の
た
め
の
人
材
育

成
に
は
、
平
和
を
軸
と
し
た
研
究
・
教

育
分
野
を
研
究
開
発
が
急
務
」
と
吉
川

教
授
は
話
し
て
い
た
。

が
で
き
な
い
。
小
国
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
貢
献
が
あ
る
」（
ア
ラ
ベ
ナ
学
長
）。

　

国
連
平
和
大
学
は
１
９
８
０
年
の
国

際
連
合
総
会
決
議
に
基
づ
き
、
首
都
サ

ン
・
ホ
セ
に
設
立
さ
れ
た
。
近
年
は
、

こ
れ
ま
で
の
紛
争
解
決
や
平
和
学
の
基

本
理
念
を
超
え
、
気
候
変
動
や
環
境
に

適
応
す
る
参
加
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）、
先
端
技
術
を
用
い

た
グ
ロ
ー
カ
ル
（
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
を
合
わ
せ
た
造
語
）
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
学
生

自
ら
が
課
題
解
決
策
を
考
え
、
行
動
に

移
す
た
め
の
教
育
を
強
化
し
て
い
る
。

　

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
は
も
と
よ
り
、
過
疎

や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
地
域
の
課
題
解

決
に
は
、
地
元
の
企
業
、
経
済
人
の
積

極
的
な
行
動
が
重
要
だ
。
さ
ら
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡

大
を
受
け
、「
生
き
る
う
え
で
大
切
な

も
の
は
何
か
」
な
ど
物
事
の
本
質
を
重

手
法
を
導
入
し
た
経
営
学
を
教
え
、
平

和
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
。
共
通

の
未
来
を
描
け
る
と
判
断
し
た
」
と
国

連
平
和
大
学
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ハ

ス
・
ア
ラ
ベ
ナ
学
長
は
協
定
締
結
の
理

由
を
説
明
す
る
。

　

軍
隊
を
保
有
せ
ず
、
非
武
装
・
中
立

を
貫
い
て
き
た
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
８
％
を
教
育
費

に
充
て
る
こ
と
が
憲
法
に
明
記
さ
れ
、

「
地
球
幸
福
度
指
数
（H

appy Planet 
Index

）」(

英
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

財
団
に
よ
る)

で
は
常
に
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
コ
ス
タ
リ
カ
で
も
、
か
つ
て

は
大
規
模
、
集
約
的
農
業
の
た
め
森
林

伐
採
が
進
行
す
る
な
ど
の
環
境
問
題
を

抱
え
て
い
た
。
森
林
伐
採
に
つ
い
て
国

は
「
包
括
的
な
森
林
保
護
が
農
地
の
節

約
に
な
る
」
と
考
え
、
成
熟
林
の
伐
採

禁
止
を
施
行
し
た
。「
農
業
開
発
ラ
ッ

シ
ュ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原

生
林
の
年
次
減
少
率
が
40
％
低
下
し
、

天
然
林
を
守
り
な
が
ら
農
業
生
産
を
集

約
化
さ
せ
た
実
例
と
な
っ
た
」
と
国
連

平
和
大
学
の
ヤ
ン
・
ブ
レ
イ
ト
リ
ン
グ

准
教
授
＝
環
境
と
開
発
専
攻
＝
は
言

う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ご
み
問
題
で
は
、
化

石
燃
料
の
使
用
を
２
０
５
０
年
ま
で
に

な
く
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃
棄
問
題

で
も
、
50
年
ま
で
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
リ
ー
」
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
中
米
に
あ
る
人
口
５
０
０
万
程
度

の
国
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減

ら
す
こ
と
に
、
ど
こ
ま
で
意
味
が
あ
る

の
か
、
と
よ
く
議
論
に
な
る
」
と
い
う

が
、「
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅
を

１
・
５
度
以
内
に
抑
え
る
と
い
う
パ
リ

協
定
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
す

る
必
要
が
あ
る
。
現
状
で
は
主
要
国
は

ど
こ
も
有
効
な
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と

調
印
式
と
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
の
は
ア
ラ
べ
ナ
学
長
（
左
上
）
ら
国
連
平
和
大
学
の
教
職
員
。
県
立
広

島
大
学
か
ら
は
吉
川
教
授
（
右
端
）、
中
村
学
長
（
右
か
ら
２
人
目
）、
江
戸
専
攻
長
（
同
３

人
目
）
ら
が
出
席
＝
広
島
市
で
８
月
８
日
（
同
大
提
供
）

コ
ス
タ
リ
カ
の
国
連
平
和
大
学
で
学
ん
だ
若
者
た
ち

＝
昨
年
の
卒
業
式
で
（
同
大
提
供
）


